
 

第４回京都市崇仁地区将来ビジョン検討委員会 

 

 

 

 

 

次  第 

 

 

１ 報告 

第３回検討委員会の主な意見等（意見整理） 

 

２ 議題 

（１）ビジョン検討個別テーマ 住宅・コミュニティについて 

（２）ビジョン検討個別テーマ 市街地景観・都市空間について 

 

３ その他 

 

４ 閉会 

 

（資料） 

・第３回検討委員会の主な意見等（意見整理）           （資料１） 

・ビジョン検討個別テーマ 住宅・コミュニティについて    （資料２） 

・ビジョン検討個別テーマ 市街地景観・都市空間について     （資料３） 

 

日時：平成２１年１２月１４日（月） 

１４：００～１６：００ 

場所：崇仁ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 多目的ホール 



第３回検討委員会の主な意見等（意見整理） 

 
崇仁北部地域全体を視野に入れた将来ビジョン 

 

・ 過去の計画の検証は必要であり，改良住宅以外の公営住宅，キャナルウォークなどが提案さ 
れている。 

・ １３年間組織の一員としてやってきたが，考え方の違った人，変わってきている人がいる。 
・ Ｈ８年当時，改良住宅への入居希望者は８００世帯あったが，近年は２１５戸と聞いている。 

そのため，事業の早期完了も可能であると思う。 
・ 今後，ビジョンをまとめていきたい。ベースとなるものを提示させていただき，皆さんの意 

見を踏まえて修正していきたい。 
 
 

余剰地の利活用 

 

・ 当地区は利用しやすい立地というメリットがある。しかし，生鮮食品の市場がなく不便して 
いる。改良事業では市場はできない。地元で店をしてくれる人がいればよいのだが，そういう

人はいない。 
・ 儲かっている店とそうでない店がある。これからまちづくりの一環で店を整備しても入る人 

と入らない人がいると思う。 
・ 他の地区でシャッターが多くなった商店街では，ＮＰＯなどが活用するなど，新しい力を入 

れる努力をしている。 
・ Ｈ９の地元の計画で商業ゾーンが示されている。地元は市場的なものを考えていたが，改良 

事業ではできない。店舗経営者が独立店舗を希望したので，共同化したものは実現できない。 
・ 改良事業実施段階で目的外利用するとなれば補助金の返却が必要になる。 
 
 

多様な住宅供給 

 

・ 昔は，子どもも多く２世帯住宅で住みたいという意見もあったが，改良住宅では実現できな 
かった。 

・ 移転は町内ごとで行われることが基本である。 
・ トタンなどの建物に居住していた人は喜んで改良住宅へ入居していたが，比較的良好な住宅 

に居住していた人はそうはいかなかった。 
・ 残りの２１５戸全てを１箇所に集めることはコミュニティ形成上好ましくない。河原町の東 

西で分けるなどすると良いのではないか。 
・ 住宅は，公共が主導する時代ではなくなった。空き家も多くなっており住宅は充足している。 
・ 近年，高齢者が多くなっているので，福祉施設との合築というモデルもある。団地としての 

ストックは資産として活用しながら新しい人が入れるようにするなどサービスが必要である。

これまでにあったものを有効に活用することも必要である。 
・ 地区のストックはいいものばかりではないが，公共施設など活用できるものもある。 
・ 住宅政策も複雑化している。福祉，景観などこれらを共同して実施しなくてはいけない。 
・ 崇仁は単なる公営住宅団地ではなく，これからのモデルになっていくことができる。 
・ 多様な住宅として，京町家の知恵と現代の技術を融合した平成の京町家など考える必 

要がある。 
 

資料１ 
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ビジョン検討個別テーマ 市街地景観・都市空間について 

  
１ 崇仁地区の位置 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

資料３

東
山

市役所 

京都駅
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２ 景観形成に関わる京都市の景観政策 

 

崇仁地区での景観関連の規制状況 

 

区分 規制概要 

高度地区 建築物の高さの制限[都市計画法] 

景観地区 

（美観地区・美観形成地区） 

建築物の形態意匠の制限[景観法] 

工作物の形態意匠，高さの制限[景観法・京都市市

街地景観整備条例] 

眺望景観保全地域 

（近景デザイン保全区域） 

・渉成園・鴨川 

視点場から視認される建築物が、優れた景観を阻

害しないよう、形態、意匠、色彩の制限 

[京都市眺望景観創生条例] 

眺望景観保全地域 

（遠景デザイン保全区域） 

・清水寺・大文字山・銀閣寺 

視点場から視認される建築物が、優れた景観を阻

害しないよう、外壁、屋根等の色彩の制限 

[京都市眺望景観創生条例] 
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（１） 都市計画 高度地区（高さの制限） 

用途地域・高度地区図（地区周辺） 
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（２） 景観地区（美観地区・美観形成地区）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡例 地区名称 

 
岸辺型美観地区 

 旧市街地型美観地区 

 市街地型美観形成地区 

 

 

 

美観地区，美観形成地区区分図 
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参考資料１ 地区の現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
５１棟１０階からの眺望 

 

３１棟３３棟
４１棟

塩小路通 

国道 24 号（河原町通） 

３１棟１１階からの眺望 

４１棟 

須原通 

うるおい館（合築施設） 
塩小路通 

下之町西部 



 6
 

参考資料２ 地域資源【歴史資源】 

 

 

 

（柳原銀行記念資料館 HP より）
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地域資源【現存するまちづくり資源】 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

高瀬川 

（旧）高瀬川 

浄徳寺 
願教寺 

小学校 

うるおい館 

柳原銀行 
記念資料館 

地域体育館 

昔の水路の形を残
した道路 

鴨 
 

川 

船鋒・曳山
保管庫 

保育所 

稲荷大明神 

さ
く
ら
並
木

七条通 

高 

倉 

通 


